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Československu, Praha, 2012（チェコ語）本書はクロアチア語にも翻訳されている。O. 
Vojtěchovský. Iz Praga protiv Tita! Jugoslavenska informbiroovska emigracija u 
Čehoslovačkoj. Zagreb. 2016.
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（20）　ラドニャ・ガルボヴィッチ（Radonya Golubovic）：1907 年生まれ（ソ連亡命時のアンケー





























人の子と共にソ連に入る（Российский государственный архив социал-политической истории
（РГАСПИ）. Ф. 495. Оп. 277. Д. 119. Л. 1─1об.）。
（21）　コミンフォルムの決議は，1948 年 6 月 29 日『プラウダ』紙に掲載された。Резолюция 
Информационного бюро «О положении в Коммунистической партии Югославии»// Правда. 1948. 
29 июня
（22）　例えば，在ミラノ・ユーゴスラヴィア領事館の職員たちの大多数は，このコミンフォルム第
二回大会の決議を受け，辞職願を出した（Архив внешней политики Российской Федерации
（АВП РФ）. Ф. 77. Оп. 25. П. 25. Д. 61. Л. 6）。また，1948 年 11 月，在南アフリカ連邦・ユーゴ
スラヴィア公使が，ソ連に対する自国の政府の対応に反対の意思を表明し，辞職した（Там же. 
П. 23. Д. 20. Л. 125）。在テヘラン・ユーゴスラヴィア公使館の職員たちは，チトー政府に対する
反対意見を表明し，ユーゴスラヴィアへの帰国を拒んだ（Там же. П. 25. Д. 61. Л. 183）。また，
「人民民主主義」諸国の新聞や雑誌はこの時期，反チトー的立場を表明したユーゴスラヴィア人
に関する記事を積極的に掲載した。



































ユーゴスラヴィア空軍の司令官代理に任命される。1948 年 8 月 14 日，飛行機でルーマニアとの
国境を越え，同年 8 月 26 日，ルーマニアの新聞にチトーとランコヴィッチの政治を批判した彼
の投稿が掲載された。同年 9月ソ連に渡り，反チトー・キャンペーンに従事する。1949 年より
『社会主義的ユーゴスラヴィアのために（Za socijalisticku Jugoslaviju）』紙の編集部で働く
（РГАСПИ. Ф. 495. Оп. 277. Д. 120（I）. Л. 10─12 また，РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 69. Л. 24）。
（26）　РГАСПИ. Ф. 495. Оп. 277. Д. 120（I）. Л. 10─12.
（27）　РГАСПИ. Ф. 17. Оп. 128. Д. 1150. Л. 85, 88, 91.


































の活動を調整するための中央組織設立に関しては，1948 年 12 月 3 日付の全連
邦共産党（ボリシェビキ）中央委員会外交部の記録によると，そのような組織
（28）　Там же. Л. 37─38.
（29）　Там же. Л. 85, 88, 91.






































（32）　Там же. Л. 86, 89.
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（34）　スロボーダン・イヴァノヴィッチ（Slobodan Ivanović）：1915 年生まれ。1942 年よりユー
ゴスラヴィア共産党員。1944 年，雑誌『声（Glas）』と『10 月 20 日（20 octobar）』の編集長と
なる。1947 年より在ワシントン・ユーゴスラヴィア大使館の広報担当書記官。1948 年 7 月にチ
トーの政治を批判し辞職するとチェコスロヴァキアに亡命し，新聞『新たな闘い』の編集長を務
めた（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 117. Л. 46）。
（35）　РГАСПИ. Ф. 17. Оп. 128. Д. 1150. Л. 86, 89.





































（36）　Там же. Л. 89.
（37）　1948 年 12 月 8 日付の記録では，ポノマリョフがマレンコフにこのことを打診している。
（38）　ポポフ・ゲオルギー・ミハイロヴィッチ（Попов Г.М.）：1906 年生まれ。ソ連の政治家。
1945 年から 1949 年には党モスクワ州委員会第一書記であった。
（39）　フルリョフ・アンドレイ・ヴァシーリエヴィッチ（Хрулев А.В.）：1892 年生まれ。ソ連の政
治家であり軍人。1946 年から 1950 年にはソ連軍務大臣代理であった。
（40）　ホロドコフ・ヴァシーリー・アンドレイヴィッチ（Холодков В.А.）：1896 年生まれ。精神科
医であった。ソ連赤十字・赤新月運動執行部の代表であった。
（41）　Там же. Л. 92, 95, 99.





























（43）　Там же. Л. 412─414.
（44）　ヨシップ・ミリューニッチ（Josip Milunić）：1912 年生まれ。1935 年よりユーゴスラヴィ
ア共産党員。第二次大戦後，保健省で働いた。1947 年 1 年の任期でアメリカの大学に出張した。
1948 年 6 月のコミンフォルムの決議後ユーゴスラヴィアに帰国することを拒み，同年秋にチェ
コスロヴァキアに亡命した。コミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者の活動を指揮する立
場にあり，コミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者ジャーナリストクラブの主幹であった
（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 117. Л. 48）。








































行するという案は，1949 年 2 月 26 日付の全連邦共産党（ボリシェビキ）中央
（47）　РГАСПИ. Ф. 17. Оп. 128. Д. 114. Л. 244─247.



































。このように 1949 年 2 月末の段階では，新聞の編集部
にユーゴスラヴィア政治亡命者を使うという具体案は出されなかったのである。
　しかし，1949 年 3 月 26 日にスターリンに宛てた文書と共に送られた全連邦
（49）　Там же. Д. 1183. Л. 11─12.
（50）　Славянский Комитет СССР：1941 年，ナチズム・ファシズムとの闘いのために，全てのスラ
ヴ民族を集結させる目的で設立された非政府組織。

































ア公使として送られる。1948 年ソ連に亡命し，1949 年 4 月から『社会主義的ユーゴスラヴィア
のために』紙の編集部で働く（РГАСПИ. Ф. 495. Оп. 277. Д. 121. Л. 1, 6, 65 また，РГАСПИ. Ф. 
17. Оп. 128. Д. 493. Л. 152）。
（55）　アシム・アリホジッチ（Asim. Alihodzić）：在テヘラン・ユーゴスラヴィア大使であった。
1948 年 8 月に大使館の外交官たちと共にコミンフォルムの決定に賛同する旨を発表し








ラヴィア公使館で働いた。1948 年，ソ連に亡命するとそれと同時に 1948 年 12 月よりソ連共産
党中央委員会付属高等学院で学び，1949 年 4 月から『社会主義的ユーゴスラヴィアのために』
紙の編集部で編集部事務主任として，1951 年からは編集長代理として働いた（РГАСПИ. Ф. 495. 
Оп. 277. Д. 122. Л. 22─23）。























　全連邦共産党（ボリシェビキ）中央委員会の決定により，1949 年 4 月の初











（60）　Волокитина Т.В.（Отв. ред.）. Советский фактор в Восточной Европе. 1944─1953 гг. 
Документы. Т.2. 1949─1953 гг.　М., 2002. С. 87.
（61）　このコミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者たちの新聞が刊行されたことは，1949
年 5 月 1 日，ソ連共産党の機関紙『プラウダ』で紹介された（Волокитина Т.В.（Отв. ред.）. 
Советский фактор в Восточной Европе. 1944─1953 гг. Документы. Т.2. 1949─1953 гг.　М., 2002. С. 
88）。





























（62）　例えば，1949 年 4 月から 5月には，ポピヴォダとサヴィッチがブルガリア・ルーマニア・





（РГАСПИ. Ф. 17. Оп. 137. Д. 84. Л. 231）。

































（Волокитина Т.В.（Отв. ред.）Советский фактор в Восточной Европе. 1944─1953 гг. Документы. 
Т.2. 1949─1953 гг.　М., 2002. С. 154─160）。




された（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 115. Л. 4─6）。
（66）　ミルーチン・ヴェレミル（Milutin Velemir）：1904 年生まれ。ユーゴスラヴィア解放戦争
に参加し，戦後はサラエヴォの党学校の校長をしていた（Там же. Л. 39─40）。
（67）　ゴイコ・トレボヴィッチ（Gojko Trebović）：1917 年生まれ。軍人。1940 年よりユーゴス
ラヴィア共産党員。コミンフォルム第二回大会の決議後に逮捕され，3カ月後に釈放されるとハ
ンガリーに亡命した。






























が提案された（Там же. Д. 116. Л. 177）。
（69）　Там же. Л. 176─178.
（70）　ヨシップ・ペトラノヴィッチ（Josip Petranović）：1924 年生まれ。1943 年よりユーゴスラ
ヴィア共産党員。1945 年から 1946 年までユーゴスラヴィア外務省の人事課の文書係として働い
た。1946 年から 1948 年までベオグラード大学法学部で学んだ。1948 年，在カイロ・ユーゴスラ
ヴィア領事館で働いた。コミンフォルムの決議を受け辞職願を出し，ソ連に亡命した。ソビエト
連邦閣僚会議付けユーゴスラヴィアラジオ放送委員会の編集として働いている（РГАСПИ. Ф. 82. 
Оп. 2. Д. 1379. Л. 49）。
（71）　アレクサンダール・オポエヴリッチ（Aleksandar Opoevlić）：1924 年生まれ。1943 年より
ユーゴスラヴィア共産党員。軍人。第二次大戦中はヴォイヴォジナのユーゴスラヴィア解放軍に
従事した。1946 年から 1947 年までソ連・ソネチノゴールスク（Солнечногорск）で軍事を学ぶ。
1947 年ユーゴスラヴィアに戻り，ノヴィ・サド市の旅団参謀長，ゼムン市航空守備部隊参謀長
などに任命される。1948 年，コミンフォルムの決議に賛同し，ルーマニアに亡命した。コミン
フォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者グループで働いている（Там же. Л. 50）。
（72）　ぺートル・ミシッチ（Petr Misić）：1914 年生まれ。1939 年よりユーゴスラヴィア共産党員。
1946 年から 1948 年までセルビアのザイェチャルの裁判所の裁判官・地方検察官補佐・ザイェチ
ャル地方の調停裁判所代表者として働いた。1948 年コミンフォルムの決議に賛同し，1949 年に




































亡命者の新聞『前進』の編集長代理を務めた（Там же. Л. 51）。
（73）　Там же. Л. 40─42.
（74）　1950 年 1 月の記録（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 162. Л. 2─21）1953 年 1 月の記録（Там же. 
Д. 301. Л. 1─31）。
（75）　1950 年 2 月の記録（Там же. Д. 135. Л. 77─104）1953 年 1 月の記録（Там же. Д. 278. Л. 88─
97）。










に送った 1949 年 5 月のハンガリーへの出張報告書の中で言及
している
（81）




（76）　1950 年 2 月の記録（Там же. Д. 141. Л. 34─40）1953 年 1 月の記録（Там же. Д. 278. Л. 49─
57）。
（77）　1950 年 2 月の記録（Там же. Д. 173. Л. 2─9）1953 年 1 月の記録（Там же. Д. 278. Л. 138─
144）。
（78）　1950 年の記録（Там же. Д. 131. Л. 16─22）。
（79）　1951 年 5 月の記録（Там же. Д. 204. Л. 174─179）。
（80）　バラーノフ・レオニード・セミョーノヴィッチ（Баранов Л.С.）：1909 年生まれ。1944 年か
ら 1949 年まで全連邦共産党（ボリシェビキ）対外（関係）部部長代理を務めた。
（81）　Там же. Д. 115. Л. 14─16.
（82）　厳しい審査が無くなった影響からか，1950 年 6 月の記録ではハンガリーのユーゴスラヴィ
ア政治亡命者の数が一時期 3倍以上の 221 名に増えている（Там же. Д. 142. Л. 137）。しかしそ
れでも 1950 年 3 月の時点のハンガリーのコミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者グルー
プからの報告書には，まだ 60 名から 70 名のユーゴスラヴィア人たちが審査のため牢獄に入れら




























奪された。1948 年から 1949 年までに政治亡命者と認められハンガリーに入っ

























　1953 年のハンガリーにおけるユーゴスラヴィア政治亡命者 75 名の出自を見
ても，労働者家庭出身者が 19 名，農民家庭出身者が 42 名と大多数を占める。




（83）　РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 278. Л. 49─57.
（84）　Там же. Д. 301. Л. 4.
（85）　Там же. Л. 1─6.
（86）　РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 278. Л. 89.
（87）　Там же. Л. 49─50.











労働者家庭出身者が 31 名，農民家庭出身者が 58 名（計 89 名。ルーマニア 91
名，ブルガリア 267 名，ハンガリー 61 名）と大多数を占めるが，一方で知識
人家庭出身者
（89）
が 19 名，ブルジョワジー家庭出身者が 31 名（計 50 名）と，他
の国のユーゴスラヴィア政治亡命者と比較するとその割合は高い（ルーマニア
23 名，ブルガリア 10 名
（90）


















ーゴスラヴィア政治亡命者たちは存在した。23 名の内 22 名はワルシャワに住
（88）　Там же. Л. 51─53.
（89）　役人家庭も含む。
（90）　役人家庭のみでブルジョワジー家庭もしくは知識人家庭出身者はいない。
（91）　Там же. Л. 138─144.














られることは，全体的に比較的年齢が低く，20 代後半から 40 代前半にかけて
の年代が大半を占めていた。例えば，コミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治
亡命者たちの中心的役割を果たしていたポピヴォダは 1916 年生まれであり，





は 40 歳，トレボヴィッチは 32 歳であった。チェコスロヴァキアの
コミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者グループの指導者的存在であっ
たイヴァノヴィッチは 39 歳，ミリューニッチとライコヴィッチは 37 歳であっ




（93）　Там же. Д. 204. Л. 174─179.
（94）　ジャルコ・リュボヴレフ（Žarko Ljubolev）：1909 年生まれ。1934 年よりユーゴスラヴィ
ア共産党員。ザグレブの工場で工場長として働いていた（Там же. Д. 115. Л. 40）。ソ連の文書に
はLjubolev 又は，Ljublev と綴られている箇所が多く見受けられるが，正しくはLjubovlev で
ある。


































（96）　この会議は，1950 年 4 月 22 日付のコミンフォルム事務局の決定により開かれた。
（97）　Magyar Nemzeti Levéltár Országos Levéltár（MNL OL）. 276 J/ 65/ 97 ő.e. 30 o. また，
РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 176. Л. 7─11.
　それ以外に，このソ連・「人民民主主義」諸国の「革命的」ユーゴスラヴィア政治亡命者代表会


























19 日の全連邦共産党（ボリシェビキ）中央委員会の決議により，1951 年 1 月





　1951 年 1 月にブカレストで開かれた第二回「革命的」ユーゴスラヴィア政
治亡命者会議の焦点は，独立した機関としての「革命的」ユーゴスラヴィア政
治亡命者中央機関の設立に当てられた。会議は全部で 3つのセッションに別れ
（98）　РГАСПИ. Ф. 82. Оп. 2. Д. 1379. Л. 46.
（99）　Там же. Л. 44─45, 52─56.




の通達が送られたようである。ハンガリー勤労者党第一書記であったラーコシにも 1950 年 12 月
16 日付でこの内容の文書が送られている（MNL OL. 276 J/ 65/ 97 ő.e. 30 o.）。
































。1949 年 11 月の第三回コミンフォルム会
（102）　РГАСПИ Ф. 575. Оп. 1. Д. 211. Л. 19─20（セルビア語）, Л. 71（セルビア語からのロシア語
訳）
（103）　Там же. Л. 17─20（セルビア語）, Л. 68─71（セルビア語からのロシア語訳）








（107）　Там же. Л. 6（ロシア語）, Л. 49（セルビア語）また，РГАСПИ. Ф. 82. Оп. 2. Д. 1379. Л. 92.
（108）　このことを裏付ける証拠としては，ルーマニアのコミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治
亡命者代表であったオポエヴリッチの 1951 年 1 月の会議の席での発言が挙げられる。彼は会議
の第二セッションにおいて，ユーゴスラヴィアに新しい共産党を設立するために「強く信頼でき
る（ユーゴスラヴィアの）闘士は，マルクス・レーニン主義の旗およびスターリンの天才的指導
の下，全ての共産党および労働者党と協力し」闘うと発言している（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 































フォルムに組み込まれる」と発言している（Там же. Д. 160. Л. 37─38）。
（109）　1949 年 11 月にブダペストで開かれた第三回コミンフォルム大会において，「ユーゴスラヴ
ィア共産党──殺人者とスパイに牛耳られた党」という決議が下された。大会議事録は以下を参
照。Адибеков Г.М. Ди Бьяджо А. Гибианский Л.Я. и др. Совещания Коминформа, 1947, 1948, 1949. 
Документы и материалы. М., 1998. С. 509─745.
（110）　詳しくは，РГАСПИ. Ф. 82. Оп. 2. Д. 1379. Л. 101─104 参照。
（111）　Там же. Л. 101─104 参照。また，コーディネーションセンターの活動計画（Там же. Л.93─
94.）参照。





































（112）　Там же. Л. 98─99.
（113）　彼らの教育プログラム　РГАСПИ Ф. 575. Оп. 1. Д. 250. Л. 160─187（ロシア語）, Л. 5─26
（セルビア語）
（114）　Всемирный совет мира（World Peace Council）：1950 年にポーランドのワルシャワにおい
て，第二回平和擁護世界大会の場で設立された国際組織。
（115）　Всемирная федерация профсоюзов（World Federation of Trade Unions）：1945 年 10 月に
パリで発足した国際労働者団体。
（116）　Международная демократическая федерация женщин（Women’s International Democratic 
Federation）：1945 年にフランスのパリで発足した国際婦人団体。
（117）　Международная организация участников сопротивления и борцов против фашизма






















ロパガンダの必要性が注目された。この件については 1949 年から 1950 年の時
点でコミンフォルムの機関紙『恒久平和のために，人民民主主義のために！








РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 250. Л. 160─187（ロシア語）, Л. 5─26（セルビア語）
（119）　チェコスロヴァキアのコミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者グループの機関紙
『新たな闘い』は 1948 年 9 月 1 日に刊行されている。ソ連のコミンフォルム派ユーゴスラヴィア
政治亡命者グループの機関紙『社会主義的ユーゴスラヴィアのために』は 1949 年 5 月 1 日に，
ルーマニアの『インターナショナルの旗の下に』とブルガリアの『前進』は同年 5月 15 日にア
ルバニアの『自由のために』は 1950 年 1 月 25 日にそれぞれ創刊号が発行されている。
（120）　ユージン（Юдин Павел Федорович）：1899 年生まれ。1918 年より共産党員。1948 年より
『恒久平和のために，人民民主主義のために！』紙の編集長（1953 年まで）。1952 年から 1961 年
までソ連共産党中央委員。
（121）　ラーコシ・マーチャーシュ（Rákos Mátyás）：1892 年生まれ。ハンガリーの指導者。
1945 年から 1948 年までハンガリー共産党書記長。1948 年から 1956 年までハンガリー勤労者党
の第一書記。




































（122）　MNL OL. 276 J/ 65/ 97 ő.e. 13─15 o.
（123）　РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 176. Л. 9.
（124）　MNL OL. 276 J/ 65/ 104 ő.e. 64─65 o.
（125）　コーディネーション・センターの活動の記録によると，「『人民の勝利のために』紙の発行
問題はハンガリー勤労者党中央委員会及びラーコシの支援により解決した」とある（РГАСПИ. 
Ф. 82. Оп. 2. Д. 1379. Л. 102）。
（126）　コーディネーション・センターの名でノヴァコフが派遣されるという旨を伝えたポピヴォ

































（127）　詳しくは，会議におけるポピヴォダの演説（РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 250. Л. 24─28）参
照。
（128）　РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 250. Л. 188─192.




























（129）　Там же. Д. 253. Л. 227─232.
（130）　この名称は，1952 年 10 月に開催された全連邦共産党（ボリシェビキ）の第 19 回大会にお
けるポピヴォダの挨拶（同年 10 月 14 日の『プラウダ』紙に掲載された）時に初めて使われた。
この名称はその時から突如使われ始めたが，この改名は正式な決定を経てされたものではなく，
ソ連側はこの改名について報告を受けていなかったようである（Российский государственный 
архив новейшей истории（РГАНИ）. Ф. 5. Оп. 28. Д. 88. Л. 237）.




の勝利のために』紙の重要性は認められていた（Там же. Д. 253. Л. 232）。
（133）　Свободная Югославия：ラジオ局「自由ユーゴスラヴィア」はブカレストにあったコミン
フォルムの特別ラジオ基地局を通じ，ユーゴスラヴィアに向けて放送していた。1949 年 6 月に














言っても，すぐに 180 度政治路線を変更することは不可能であり，1953 年春
の時点ではまだ反チトー・プロパガンダの嵐は吹き荒れていた。そのような背























（135）　РГАСПИ. Ф. 575. Оп. 1. Д. 279. Л. 10.
（136）　Там же. Л. 211.

































ために，人民民主主義のために！』紙に述べられており，1949 年 11 月の第三回コミンフォルム









。その後同年 7月 30 日にはヴァリコフがユーゴスラヴィアの指導者
















　他の「人民民主主義」諸国との外交関係修復については，1954 年 8 月 11 日
にチトーからソ連共産党中央委員会に送った文書の中で言及されている。モス
クワも，「人民民主主義」諸国全体がユーゴスラヴィアと和解しなければなら





（138）　Никифоров К.В.（отв. ред.） Югославия в XX веке: Очерки политической истории. М., 2011. 
С. 661─662.
（139）　Там же. С. 663.
（140）　Там же. С. 662.
また，このソ連・ユーゴスラヴィア関係回復のプロセスは，ロシアの研究者エデムスキーの著書に
詳しく書かれている。Едемский А.Б. От конфликта к нормализации. Советско-югославские 
отношения в 1953─1956 годах. М., 2008.
（141）　1954 年 9 月 23 日，ハンガリー勤労者党の指導者ラーコシはフルシチョフからソ連におい
て「ユーゴスラヴィア愛国者同盟」の活動を停止する旨が書かれた文書を受け取った（MNL 
OL. 276 J/ 65/ 177 őe. 3─4 o.）。1953 年 10 月 14 日のハンガリー勤労者党政治局の会議の場で，
ハンガリー国内での反ユーゴスラヴィア（反チトー）のポスター・本・カリカチュアなどの廃止，







ヴィア政治亡命者たちの政治活動は 1954 年 9 月で打ち切りとなった。1954 年























決定された（MNL OL. 276 J/ 65/ 177 őe. 20─21 o.）。




















　亡命してから 1954 年 10 月までの間，常にソ連，「人民民主主義」諸国のコ
ミンフォルム派ユーゴスラヴィア政治亡命者の中心にいたポピヴォダは，1954
年からソ連共産党中央委員会付属高等学院で学び 1956 年に修了している。そ
















（144）　РГАСПИ. Ф. 495. Оп. 277. Д. 120（I）. Л. 20.
（145）　Там же. Д. 119. Л. 15─16.











ワ大学ジャーナリズム学部を卒業すると，1951 年 1 月から『社会主義的ユー
ゴスラヴィアのために』紙の編集部で働き始め，1954 年 11 月にはガルボヴィ
ッチと共に哲学研究所の特別研究生となった
（148）




















（146）　Там же. Д. 121. Л. 1, 6.
（147）　ヨヴォ・エレズ（Jovo Elez）：1925 年生まれ。1943 年よりユーゴスラヴィア共産党員。
1947 年，学業のためソ連に渡る。新聞『社会主義的ユーゴスラヴィアのために』編集部で働い
た。
（148）　Там же. Д. 2180. Л. 5, 9.
（149）　ヨヴァン・シャバン（Jovan Šaban）：1914 年生まれ。1946 年よりユーゴスラヴィア共産
党員。1948 年にソ連に亡命する。1950 年から 1954 年まで新聞『社会主義的ユーゴスラヴィアの
ために』の編集部で働く。
（150）　Там же. Д. 1727. Л. 1, 4.
（151）　Там же. Д. 122. Л. 22─23.
